






:研究目的: 

歯科疾患の病因としては,これまで歯の汚れが主因をなすものと考えられてきた。しかし,

これまで我々が行ってきた多くの研究を通じて,歯と顎骨の不調和も歯科疾患に対して病

因性を持つことが指摘され.この不調和の成立と食生態とりわけ乳幼児期からの食生活と

の関連が示唆されてきた。 

乳幼児歯科保健の目標としては,母子保健という大きな枠組みの中で,咀嚼,嚥下,発音など

の口の諸機能が十分に営まれるように子供の口の健全な発達を計り.口の自浄性の向上と

歯科疾患の罹患率の低下を計って,生涯にわたる口の健康を獲得できるようにすることが

あげられる。 

そこで本調査では,今後の乳幼児歯科保健活動の目標を設定するための基礎資料を得るこ

とを目的として,幼児・児童について世代別に食生態と歯科疾患の実態を調べた。 


